
バー司法長官がジョー・バイデンの調査を開始：上院議員

が明かす 

司法庁が「バイデンの利益相反行為と腐敗行為の可能性」を調査中 

 

 

【訳者注】いつ始まるのかと、今年初めころから人が待ち続けていた「泥沼清掃（排水）」

が、満を持していよいよ始まるのかと思わせる。バイデンは明らかに、来年の大統領選挙

でトランプの敵になるような人物でなく、誰が見てもアメリカ人民の敵だから、これが絶

好の時期だったと思われる。文脈から、トランプに対する外国の協力者も、現れ始めたよ

うに思われる。 

これについては、SOTN の鋭い分析記事、「トランプは、ウクライナ・ゲイトを通じて

クーデタを計画した者たちに対し、おとり捜査を実行している」という記事の冒頭を引用

しておく。ウクライナが鍵となるかのようだ：―― 

 

   ウクライナ・ゲイト：— CIA ブラック作戦、深層国家心理作戦、民主党クーデタ、主流

メディアの注意反らし、イスラエルのスパイ活動、トランプのおとり捜査、またはその

６つのすべて。 

 

   間違ってはいけない。ウクライナ・ゲイトは全く本当のことである。しかしメディアの

押しつけるウソ物語のことではない。トランプは民主党を引っかけて、彼ら自身の、オ

バマ時代のウクライナ・スキャンダルを、大きくさらけ出させた。どれくらい大きくか？ 

まずそれは、バイデン・ゲイトを暴露するだろう。次にそれは、本物のロシア・ゲイト

陰謀をさらけ出させるだろう。さらにそれは、クリントンの E メール・ゲイトと、サー

バー・ゲイト・スキャンダルを暴き出し、さらに深層国家と彼らの国際銀行カルテル・

スポンサーを暴き出すだろう。イルミナティの「隠れた手」さえも、永遠にヴェールに

包まれた Black Nobility とともに、これまでになかったほどに、明るみに出るだろう。 
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John Gornyn 上院議員談――

司法長官 William Barr は、Joe 

Biden の「腐敗行為の可能性」

を調査中 

 

 

 

 

 

テキサス選出共和党上院議員ジョン・コーニンは、金曜日、司法庁は、ジョー・バイデン

が米副大統領だった当時、「利益相反行為（conflicts of interest）と腐敗行為の可能性」が

あったとして調査中だという声明を発した。 

 

コーニンによれば、司法長官ウィリアム・バーは、バイデンが、副大統領としての自分の

地位を濫用して、ウクライナのトップ検察官によって調査中だった、彼の息子の会社を保

護したとされる事件への調査を開始した。 

 

コーニンがこの声明を発したのは、トランプが、民主党の主導する弾劾訊問に激しく切り

返そうとして、自分は、他国に依頼して「腐敗行為」を調査する「絶対的な権利」をもっ

ていると明言したからである。 

 

コーニンはツイートでこう言っている：――「2016 年の夏以来、オバマの司法省は、トラ

ンプの選挙運動とロシアの影響力に対する、反情報局調査を行い、更にそれは 2 年に及ぶ、

特別顧問マラー（ミュラー）による、トランプ大統領調査につながった。しかし彼を非難

すべき事実は何も出てこなかった。」 

 

「今、トランプの司法省は、外国政府の影響と、副大統領の「利益相反行為」や可能な腐

敗行為を調査している。」 

 



 

 

 

 

テキサス選出ジョン・コーニン共

和党上院議員 

 

 

 

 

 

 

デイリー・メール紙によれば、最近、バー司法長官は、外国の助けを借りて、ロシア探り

の事の起こりを調査するために「調査担当者を調査する」ことにつながり、かなりの量の、

一連の報告を得ているという。 

 

彼はイタリアへ出向いて警察関係者と面会し、あるマルタ島の教授の免職の話を聞き、大

ブリテン島へ旅をし、一方、トランプ大統領は、オーストラリアの首相と、協力について

話し合ったと言われる。 

 

トランプはまた、ウクライナと中国にバイデンの調査を依頼した。バイデンは、民主党の

大統領指名者候補のトップにいる。 

 

木曜日、記者団に向って、ウクライナと中国における腐敗行為と言われるものについて話

したとき、トランプはバイデンを「腐敗し、石のように冷たく曲がった」人物と評した。 

 

 

 

 

 

ジョー・バイデンと息子のハンター・

バイデン 

 

 

 

 

 

 



コーニンが言っているのは、バーが連邦検事 John Durham に命じた調査のことかもしれ

ない。 

 

トランプはバーに対し、調査の一部として、情報の極秘解除を行う「十分で完全な権限」

を与えた。 

 

ダラムがこの調査を始めたとき副大統領だった、バイデンに関係する集中した調査書の公

的報告は、全く存在しない。 

 

しかし、ウクライナ大統領への電話の写しの中で、トランプは、バイデンと息子のハンタ

ーを取り上げている。 

 

トランプは木曜日に、ハンターを、彼の中国でのビジネス取引について激しく攻撃し、中

国政府にその調査を求めている。 

 

司法省の中心部やダラムが、バイデンを調査していたかどうか、直ちに確認することはで

きないと思われる。 
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